
社会人の話を聞く会 

 １０月２３日（金）、１年生を対象に「社会人の話を聞く会」を行いました。「働くとは」との題で、

各学級でご講演をいただきました。それぞれの講師の方のお話は次のとおりです。 

島田 俊夫さん 株式会社CAC Holdings 特別顧問  

（１）働くとは？ 

  ２０年後の社会は、今とは大部分が変わっているだろう。まだ見ぬ社

会に向かう中学生にとって、人口減、国際化社会の中で必要な能力を身

に付けることが大切だ。中学生は、まだ今の社会には存在しない仕事に

就くことになる。 

（２）中学生がすべきこと、中学生に期待すること 

  自分が本当に好きなことは何かを探すために、様々なことに興味をもち、突き詰めてほしい。「や

ってみたいこと×目標＝未来への入り口」である。何かを達成すると、次の目標は自然と見えてくる。 

（３）中学生に特に伝えたいこと 

  ① 中学生には無限の可能性がある。  ② 学校生活は全てが働く準備である。 

  ③ 暗記より考える力が大切である。 

桜井 伝治さん 日本情報通信株式会社 取締役社長  

（１）働くとは？ 

  行っていることが同じでも、仕事の意味（とらえ方、目的）が異なる

ことで、成果が異なる。作業としてではなく、天職・使命ととらえるこ

とで、成長でき、社会に貢献できるようになり、感動を得られる。 

（２）中学生がすべきこと。中学生に期待すること 

  ① 英語力。今の仕事は、世界中がつながっている。英語はコミュニ

ケーションに必要となる。 

  ② 変化の大きな時代であるので、学び続けることが大事である。温故知新という言葉のとおり、

古いことを調べて、新しい知識を広げていくことが大切である。 

（３）中学生に特に伝えたいこと 

  知識は広げるもの、考えは深めるものである。学んだことを、自分自身の考えに落とし込んでいく

ことで、学んだことが本当の意味で身に付いていく。 

海野 忍さん NTTコムウェア株式会社 相談役 

（１）働くとは？ 

  ① 自分が幸せになるため。 

 ② 達成感（うれしさ）を感じるため。 

  ③ 夢を実現させるため。   

④ 仲間をつくるため に行うものである。 

（２）中学生がすべきこと。中学生に期待すること 

  ① 今やっていることに、好奇心や疑問をもって取り組むこと。 

  ② ただ覚えるだけでは十分ではない。 

  ③ 人から与えられたり、人に従ったりではなく、自分で考えることができる人になってほしい。 

（３）中学生に特に伝えたいこと 

  やって楽しいこと、わくわくできることを求めて生きていきましょう。ゲームなど「楽しまされて

いる」側になってはいけない。楽しまされていることは長続きしないし、いずれつまらなくなる。「楽

しませる」「遊ばせる」側になりましょう。そちらの方がずっと楽しい。 


